プロフィール
－NPO法人ラムサールネットワーク日本－
１．沿　　革
・1991年5月、釧路ラムサール会議を前に国内草の根湿地保護団体のネットワークとして日本湿地ネットワーク（JAWAN）設立。ラムサール条約締約国会議参加・政策提言・ヘラシギをはじめとする湿地の鳥類調査を国内外の湿地保護団体と協力して活動。

・2008年3月、日本湿地ネットワークを中心にさらに多くのNGOとともに「ラムサールCOP10のための日本NGOネットワーク（JNNRC10）」を組織、韓国NGOネットワークと協力してラムサールCOP10において、「湿地としての水田の生物多様性」決議、世界湿地ネットワークの設立を達成。

・2009年4月、ラムサールCOP10のための日本NGOネットワーク活動停止に伴い、後継組織として、ラムサール・ネットワーク日本（RNJ）設立。

・2009年9月、NPO法人認可

２.　活動実績
・1996-8（JAWAN）シギ・チドリ類全国カウント

・1999-（JAWAN） ハマシギ・ヘラシギの渡りの調査（KNCF支援活動）

・1994-2008（JAWAN） ラムサール条約締約国会議参加

締約国会議決議報告書（政府）への協力、ラムサール条約マニュアル、ハンドブック（湿地の管理）等の翻訳出版、学習会の開催など（JAWAN）

・2007-（JAWAN, JNNRC10,RNJ）日韓湿地フォーラム（5回開催）

・2008（JNNRC10）ラムサール水田決議、世界湿地ネットワーク設立（KNNRC10との共同活動）

・2009/6、ラムサール条約とCBD　キックオフシンポジウム(RNJ)　

・2009/10 COP-COP10 1年前シンポジウム「湿地の生物多様性」(RNJ)

・2012年前半、ルーマニアで予定されているラムサール条約COP11に向けた準備(RNJ)

・ヘラシギの越冬調査及び保全行動(RNJ)

・湿地保全に関する提言活動（条約湿地登録に関する提言等）(RNJ)
